IPMI　9902 ファームウェアバージョンアップ方法
ファームウェアファイル

9902 v0.60.zip　はｚｉｐ形式の圧縮ファイルになっています。
9902 v0.60.zipファイルを解凍します。
以後説明文や画像では 9902FW54.bin ATWeb54.bin v54SDR.txtになっていますが

9902FW60.bin ATWeb60.bin v60SDR.txt に読み替えて作業を進めてください。

ブラウザーからBMC Viewer Login画面を表示させます。

(ログインURLはお客様が設定したIPとなります。)
ログイン画面から adminでログインします。

デフォルトID admin
デフォルトパスワード admin
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ファームウェアアイコンをクリックします。
解凍したファイルから

ファイルシステム には参照から ATWeb60.binファイルを選択します。

IPMIファームウェア には参照から 9902FW60.binファイルを選択します。

それぞれのチェックボックスにチェックを入れます。
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アップロードボタンをクリックします。
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ファイルの読込みが開始されステータスバーが表示されます。[image: image4.png]3 ®
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ファイル読込み後アップデート作業が開始されます。
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UPGRADE COMPLETE! ダイヤログが表示されればGUIからの作業は完了です。

CUIからのアップデート作業を行う必要が有ります。
空のフロッピーディスクを準備しフォーマット選択します。
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MS-DOSの起動ディスクを作成するにチェックを入れフォーマットを開始します。
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フォーマットしたフロッピーディスクに青色で選択したファイルをコピーします。
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フロッピーディスクの中身はこの様になります。

※setPEF.batに関しまして、9902FW60はsetupall.batに組み込んでありますので

上記、setPEF.batのファイルはございませんのでご注意ください。
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フロッピーディスクから起動させます。

Setupall.bat

LoadSDR.bat

コマンドプロンプトで

それぞれのファイル名を入力しリターンキーを押し実行します。

フロッピーディスクを抜き再起動を行います。

これでアップデート作業は完了です。

